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幕末維新期、村・地域社会の民衆運動と高抜地 -出
羽国村山郡の課題-
































































































































































村高 丿Y????xﾇb??｣ｩUY6ﾈ?ﾘr?n辺 久右衛門所 持地の残畝 単位:俵斗升 ?ｸ,ﾉ?U9??h,ﾈ????｣ｩUY6ﾈ??c畝所 持 百姓数 
臆臆88 鼎s"?s2?48.243 ?#B?コ?5 
下谷柏村 ?CSitﾉuﾒ?49.005 塔xvC??58.250 
津金沢村 ?c)?uﾒ?o§.197 都b?#"?9.075 
上成沢村 ?ﾉ?{ﾉ?,Xﾇb?2.222 ?2?Cb?9.177 
下成沢村 ?s3?騏ﾒ?7.132 ?b?迭?4.142 
半郷村 ??ytﾉuﾒ?7.115 ?R?s"?0.443 
請(I) ｢慶応711宮＼月､谷柵砂軌ケ村6-黒沢利江抜地残畝政調書抜帳｣ (三浦文庫)
から作成
(2)l俵は3斗俵である｡百姓　-人当たり平均残畝は1着223｡
③ ｢文化元申年了十月　′上前高壱人別辞｣によ弛青谷神村航空数107人､納品283
石698 (945俵198)
点である｡第一点は'久右衛門の所持高坂地　(百姓側から見れば残臥)　の規模とほぼ同じ位の規模の高坂地が存在するが'百姓達から問題とされていないことである｡この　｢処々江抜地｣とされた高坂地所持百姓の経営規模は'先に示した村役人の取調帳や嘉永年間の片谷地相訴訟が寺社奉行所で相手方とした高坂地所持地主が久右衛円ら二人を除けば手作百姓だったことから推定すれば'ご-わずかの高抜地を所持する百姓であると
享和子年久右衛門江坂地
又残米　拾俵三升弐合八勺六才　諸々江坂地残畝之分
取調書には､高坂地の年貢弁納百姓の一人別の譲渡地･立附米･証
文上の　｢抜地｣･残畝調査結果はもちろん､久右衛門とその他の高坂地｢処々江坂地｣　の二区分様式で､百姓側が要求している久右衛門育坂地の存在の状況が明確にわかるように記載している｡取り調べた結果を表｢慶応期､佐倉藩領五力村残畝所持百姓｣に示してお-｡百姓側の運動とこの調査結果を示した表から改めて気付-ことは､次の二
幕末維新期､村･地域社会の民衆運動と高坂地
言える｡後期における広汎な高坂地存在状況の特質の一端を示している｡第二点は､代官所の残畝調査の性格は､所持高と年貢高･扱高･残高という高を基準にした形式的調査でなく現実の生産力(立附米俵数)から残畝(残高)　による弁米年貢(取米)を差し引-と言う､すなわち百姓相続･成立の観点を重視した調査であったことである｡
さて､残畝調査の結果を受けて､年貢弁綱による百姓難渋を具体
的に如何に解決するかに争点は移ってい-｡このことを慶応二年(一八八六)七月に各村歎願人から割元･締役宛に出された｢差出申一札之事｣から見る｡
私共兼而奉歎願候租父曾祖父代黒沢村渡辺久右衛門江道々譲渡
九
候田畑抜地残畝補ひ方難渋仕詰候一件願書御取上不相成候得共､以御慈悲御両人様江示談取斗被仰付､猶御手代中様時々御会所江御出張厚御理解被仰聞難有仕合二奉存候､然処久右衛門儀壱ヶ年百俵ツゝ十ヶ年助成可致旨勘弁申開'右二両も難行立節者一村調之上無紛残畝之分二俣ハ､引受可遣申開候二付､示談可致旨兼々厚御理解被仰聞､猶又亥(文久三)暮当御役所合漆山御役所江御内談被成下､御同所様二両久右衛門江御理解二相成､亥暮二眼百俵相増当寅(慶応二)金剛書百俵ツゝ之助成差出呉候被成下候間､右二面示談可仕旨当春中台度々御理解被成下候得共､御本途二両弐百五拾俵程之不足､真上諸郡役等相掛り､諸色格外塙直二相成､芳必死与難渋仕難立行当惑佳候
久右衛門は残畝年貢弁納米補米俵数について助成米年一〇〇俵を提
示し､それでも百姫相続が成り立たない時は一村調べを行ない､その上で高坂地とわかった分については自分が高話するとした｡これに対して､百姓側は｢百俵ツゝ之助成｣では､｢御本途二両弐百五拾俵程之不足｣と､終年買弁米量に対して不足しているとし､次の史料が示す様にさらに五〇俵の増加を要求した｡
幾重こも厚慈愛二預り､尚地主江小作為教具候両者高弁納之助カニ仕度御歎候得共博明不申､無拠次第二付亥暮二眼百俵増当寅(慶応二)合五拾俵ツ､相増､年々百五拾俵ツゝ助成相成候様御取斗破戒下條ハ､示談仕度再三御歎願申上候処､格別之以御慈悲尚又当御役所合漆山御役所江御内談被成下､御同所横合御理解を以久右衛門方一高も厚相弁呉､右御歎願申上候通亥暮
一〇
百俵当暮合五拾俵ツゝ増助成之儀勘弁致承知呉候
双方の妥協により､百姓達への助成米俵数は'過去の文久三年から
の分だけは一〇〇俵､示談が成立した慶応二年からは増助成一五〇俵とすることになった｡さらに､残畝の今後の取-扱いについては､残畝助成米一五〇俵を一〇年続けるので､その時点まで百姓側も｢右二両も万一行立兼候節者一村御調奉願上候得共､右年限中当地主江故障違乱都而申入間敷候｣と､一〇年後の残畝(高坂地)見直しに合意した｡
本節をまとめる｡嘉永五年(一八五二)に開始された佐倉薄田羽田
村山郡柏倉代官所領内の五力村百姓五六人による高坂地解消運動が､近世後期の他の解消運動事例と異なるのは､村を基盤としていないこと､個別の百姓が惣代を決めて結びつき'小作米不納運動を継続できる力量を持っていること､百姓相続では困窮の連鎖には陥っていない百姓達の集団化の上に､地域社会の有力豪農が所持する高坂地の解消を求めたことである｡この様な百姓の結びつき方は'幕末維新期の新たな動きである｡文久三年(一八六三)からの解消運動は､豪農地主久右衛門が､残畝の年貢弁納補い米を一カ年一五〇俵で､一〇力年間拠出すること､その間も困窮が続-ようであれば久右衛門が残畝を引き受けるという(高話)約束を､大庄屋'代官所の保証のもとに引き出した｡残畝が残されたとはいえ､個別百姓の高坂地年貢弁米困窮に地主が対応しなければならな-なったことは､近世後期にはなかったことである｡領主権力と割元等の大庄屋にも同様の指摘が出来る｡さらに､百姓の困窮が立ち直らなければ残畝解消の高話をすること､少
なくとも近世後期の土地に関わる地域秩序を変える約束であった｡幕末維新期の高坂地という土地問題の矛盾の深さとそれへの対応を迫られている豪農･村役人層･権力という幕末期社会の社会情熱を示している｡
おわりに
他国･他郡と村山郡の土地問題の特質を比較すると明らかに異な
る｡全国の民衆運動では質地謡戻し'取戻しが主要問題であった｡それに対して､村山郡民衆運動では､大方が小規模零細百姓である元地主が､元所持地であった土地の年貢を永続的に弁納しなければならない高坂地の解消ということが問題であったということが指摘できる｡但し､本稿で取-上げたのは､最上川東地域や山形町周辺地域のみであることを断わっておく｡
近世後期と比較しての幕末維新期の高抜地という土地問題の特質を
まとめる｡第一点｡近世後期には年貢村請制機能に関わらない限り､高坂地問題は百姓個人の係争問題であった｡しかし､幕末維新期には､支配体制が弱-､名主も兼帯名主という中ですら､藩の貸付金のもとで村役人が中心になって村外地主の残畝諸状況の解消に取-組む､すなわち広汎な残畝の存在による困窮百姓の困窮へ対応を､権力も地域社会もしなければならない状況になっていたことを旧土浦藩領川原子村の事例は示している｡第二点｡柏倉代官所領村々百姓のように､これまでの地域社会では取り上げなかった個別百姓の高抜地年貢弁細に
幕末維新期'村･地域社会の民衆運動と高坂地
よる困窮問題への対応､具体的には他村豪農地主所持高坂地解消要求がなされたことに､豪農も代官所･大庄屋も具体的に対応しなければならなくなったこと､そのこと自体が近世後期と異なることであった｡そして､残畝解消には至らなかったにせよ､年貢弁米の補完米拠出と困窮解消に至らない場合は高坂地の高話(解消)　を豪農地主が行うことを約束させたことは'近世後期の高坂地に関わる土地秩序を大き-変更することに繋がってい-｡
しかし､幕末維新期でも土地改革に限界があった｡川原子村では村
内地主層の反対で村内の高坂地解消がなされなかった｡柏倉代官所領村々では､村外の他領豪農地主には右記のような要求を約束させた｡しかし､現実的には豪農久右衛門家の高坂地は存続した｡また残畝調査史料上で｢処々江坂地｣とされた､総残畝高が豪農名主久右衛門家と同様の規模となる､村内あるいは小規模所持地主に関わる高坂地に対しては何らの動きもなされず､そのまま残存された｡別稿で検討した東根観音寺村でも同様に､高坂地所持地主が村内に所持している高坂地については､幕末維新期の村方騒動の中で問題とされながら具体的には解消されなかった(:-.以上のことも､幕末維新期民衆運動の抱えていた高坂地をめぐる限界としての特質と言える｡地域社会における高坂地に関する諸問題､矛盾の解決のためには､新たな土地改革の必然性を示唆している｡
(5)
深谷克己｢幕繕制社会と一撲｣(初出一九八一年)÷幕藩制の諸闘争｣(初出
一九八二年)(藻谷克己近世史論塞第開巻､校倉葦原へ二〇一〇年所収)｡落合延孝｢世直しと村落共同体｣二二九八二年度歴史学研究会大会報告別冊特集』(青木書店､一九八二年)｡白川部達夫｢村方騒動と世直し｣(遊世貸地請戻し慣行の研窒塙書房､二〇一∵年｡初出一九七八年)｡
松沢裕作｢近世･近代移行期村落史研究の諸課題｣(蒜吏評論』第七三一号､
二〇二年)｡同『明治地方自治体制の起源-近世社会の危機と制度変容IL(東京大学出版会､二〇〇九年)｡
青木美智男｢慶応二年､羽川村山地方の世直し一揆｣(佐々木潤之介編『村方騒
動と世直し』上､青木書店､一九七二年)｡佐々木潤之介苗喧し』(岩波書店､一九七九年'四一-四三頁)｡青木美智男｢佐倉藩羽州領の成立とその構造｣(木村礎･杉本敏夫編『譜代藩政の展開と明治維新-下総佐倉藩⊥文推賞銀行研究社､一九六三年)は､柏倉代官所領を中心とした村山郡の包括的研究の先駆けの一つとも言える論考幕末維新期の高坂地問題については触れていない｡
(慶応元年九月｢川原子村御高内向口村三組江質流地二相渡置候田畑畝違ひ残歌詞帳｣(伊藤家C四二八)｡流地単独証文としては､一例として半五郎の場合(伊藤家C三一)をあげてお-｡｢川原子村営流地一件手控､慶応元丑年八月､伊藤｣(伊藤家C三五)0
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｢川原子相賀流地一件手控'慶応元丑年八月､伊藤｣
註　(6)　に同じ｡註(5)　に同じ｡
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小以反別　壱反廿歩
取　弐斗八升八舎人勺
差引
残畝　四反廿弐歩
取壱石六斗四升四合八勺
②(庄右衛門読返し､慶応元)　丑十月十一日　取引相済候分
三斗代　原ノ前一､中畑七畝六歩弐斗五月代　しっか-ほ一､下畑八畝歩壱五五升代　字わつ田一､上田五畝廿四歩
庄右衛門
此代金　三治而弐分　　済
字上ノ台　三斗代｢　下畑叩畝拾歩
メ
同所　間代一､下畑九畝拾八歩
此代金五両
済
B　地主半1郎の読返し事例①(高坂取引状況)
右同断(川原千村御高向)
治郎七前半十郎へ大分
字上ったひ　三斗代
恐理研　　　御検地名受　九郎
取　壱斗六升六合六勺
同所　何代日脚到訓軸甲州工劉　　　　右同断　　　四郎兵衛
政　人升八合
反別〆八畝八歩幕末維新期､村･地域社会の民衆運動と高坂地
取　弐斗五升四合六勺
右歌道ひ､半上郎へ大分(証文面)弐斗七升代中畑壱畝六歩　　取三升弐合三勺三斗五升代中畑弐畝歩　　　　取七升
小以反別　三畝六歩
取　　壱斗弐合三勺
差引
残畝　五畝弐歩
取壱斗五升式合三勺
②(慶応元)　丑十月十一日　取引相済候分三斗代　雪上ノ台｢　下畑五畝拾歩　　　　半十郎間代　同所
一､下畑弐畝廿八歩代金九両　　　　　　取引済
(9)　｢明治囲辛末年二月､川原千村一件歎願書､写之｣　(観音寺村岡田家文書S6)｡(10)　｢(明治四未年)　川原千村一件書類､立会人小山国正見｣東根串小山出家文書｡(Ⅱ)　渡辺久右衛門家は'館林藩漆山代官所領大庄屋'黒沢村名主｡各飛地領代官所に出
入りする地域最大の政治的･経済的有力者｡本分家合同で動-｡明治六年所持立附米､本家一〇二六俵､分家三七二俣'分家一二ハ八俵で計一七六六俵｡村山郡の巨大豪農に近い中規模豪農と言える｡嘉永五年には山形藩領片谷地村と幕府寺社奉行所で高坂地の有無を争い'同村関に所持していた高坂地･年貢負担地すべてを変則的質入れ形態により相手村へ返地をした｡片谷地相一件は､拙稿｢村による高坂地解消運動と地域社会'幕府寺社奉行所-近世後期､出羽国村山郡片谷地村を事例としてIL　(東北大学文学会　『文化』　第ヒ五巻一二号､二〇二年)参照｡
(12)　佐倉藩堀田氏出羽国村山郡柏倉代官所領の支配･民政は　(前掲青木氏論考へ
一九六九年｡｢山形市史編集資料』　第二二号)　によれば､山形城主時代元禄十三年-延享三年には村山郡南部一二一力村･一〇万石を支配｡延享二年老中就任｡同三年に下総国佐倉(Ⅱ万石)　へ転封｡村山郡には四万五が残る｡その後､若干の出入｡
二二
安永三年以降'幕末まで堀田氏柏倉陣屋領四一五二一石は固定化していく｡近世後期の民政は､田国代官を中心とする在方梢通の代官によっておこなわれ､天保期には質地謡戻し政策が推進された｡谷柏村史料｢天保八四年六月､御念拝借受庚御用地仕訳小前高上帳､下谷神村｣(山形市谷相当出家文書)には請け庚し田地拝借金が二四〇両､反別五町二反余､訪附米二五俵とある｡また文久期には勧農政策が推進され､勧農貸付金が貸し付けられている｡
(I)｢元治元年千七月'谷柏外三ケ村田石地一件入用常帳｣｡ちなみに百姓側と渡辺家と
の間で妥協成立後の慶応二年(一八六七)三月二五日に不納米半分が地主に納められている｡
(I)拙稿｢近世後期､井領国地域の困窮百姓相続･村再建仕法-出羽国利山都幕府東根
代官所領を事例としてIL(『歴史』第一二〇韓､二〇一三年間月)
〔付記〕本稿作作成にあたって､史料の閲覧をさせていただいた明治大学博物館･東根古教育委員会･山形大学附属博物館にお礼を申し上げます｡また史料調査にあたっては'高橋加
/
洋美氏に大変お世話になりました｡証して感謝の恵を表します∪
四
